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はしがき

この報告集は、 1996年 11月 12日から 11月 15日まで京都大学数理解析
研究所で開かれた研究集会 [関数方程式の構造と方法」の記録である。

研究集会の目的は〈構造と方法〉を合言葉として微分方程式、積分方程式、関数
微分方程式、畳み込み方程式、バナッハ空間における微分方程式等の定性的理論 (解
の存在、–意性、安定性、振動性、漸近挙動等) とその力学系、数理工学、逆問題へ
の応用について討論しお互いに啓発することであった。最近の関数方程式に対する手
法の進歩に鑑み、どのような結果が得られるかという点とともにどのような方法が
有効か、その方法によってうまくいく背景は何かという点に力点をおいて、対象とす
る関数方程式の (形や仮定からは見えにくぃ) 本質的な構造を明らかにしたいと思っ
たのである。この目論見がどれほど成功したかは、今後の発展も含め楽しみとして
残したいが、予想以上の参加者を集め、熱気に溢れた雰囲気の中で行われたことは
望外の喜びであった。御協力下さった皆様に厚くお礼を申し上げたい。また、旅費を
はじめとしてお世話になった数理解析研究所に記して感謝したい。
研究集会では収録した講演の他、石村隆–氏 (千葉大理) に「代数解析入門以前」

というタイトルで 2時間講演を頂いた。大変わかりやすい名講義であったが、紙数の
関係で本冊に収録することは断念せざるを得なかった。いずれ近いうちに名著として
現れるものと楽しみにしている。

なお、本研究集会の前身のシリーズに古くから参画され指導的役割を果たしてこ
られた吉沢太郎先生が集会の開催を前に帰らぬ人となられた。合掌。先生の足跡を
辿るべく、お弟子さんの 1人である加藤順二氏 (東北大理) による追悼の記を収録
した次第であるが、関数方程式の研究の歴史と展望を観る上でも貴重な資料となる
ものと思う。

この報告集が、参加者の方々にはもとより多くの方に役立つことを願っている。

1997年 2月

上村 豊 (東京水産大)
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